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研究成果の概要（和文）：ICT を用いた異文化トレーニングは、学生の異文化に対する気付き

と理解を深めるのに役立つことが示された。新たなる課題としては、オンライン学習への意欲

を維持するための教師の役割について明確にする必要性が明らかにされた。 

 
研究成果の概要（英文）：The original intercultural training program using ICT was effective 

for improving students’ intercultural awareness and understanding, while new tasks for 

teachers to motivate students’ online learning were suggested. 
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１．研究開始当初の背景 

異文化トレーニングは、異文化環境下での
目的達成・良好な人間関係・意味のある生活
を可能にする、異文化間能力の育成を主たる
目的として発展してきた。異文化トレーニン
グでは、経験的学習を通したより実践的な能
力の育成が重視されており、国際理解教育・
多文化教育・異文化間教育の教育目的議論に
おいて語られる、多文化共生社会に必要とさ
れる能力観とも一致する（山岸、1995）。ま
た、異文化トレーニングの手法は、他者との
コミュニケーション活動における普遍的な
心理的要素の育成にも用いられている（八
代・山本、2006）。このように、異文化トレ
ーニングは、異文化間のみならず、様々な異
質性により生ずる価値葛藤問題等の考察に
も適用できる、汎用性の高い教育方法といえ

る。 
しかし、異文化トレーニングの実践形態は、

その多くが企業研修や言語教育において単
発的・二義的に用いられ、教育方法から評価
まで一貫した継続的な研究は十分に進めら
れている状態ではなかった（小池、2000）。
さらに、実践全般に関わる大きな問題として、
時間的制限・人材不足の問題も挙げられ、そ
れらが教育現場における継続的な実践研究
を阻む要因と考えられた（加藤、2009）。 
また、企業目的による ICT を用いた異文化

トレーニングは存在していたが、その公開は
少なく、教育現場における利用のための学術
的な研究は見られない状況であった。 
これを踏まえ、筆者は、工学分野との連携

に よ る 学 際 的 な 共 同 研 究 (1) と し て 、
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（ICT）を用いた異文化トレーニング教育支
援システム開発に取り組んできた。本システ
ムは、これまで中心的に扱われることのなか
った異文化トレーニングに特化して独自に
開発した、自律型学習支援ツールである。  
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ICT を用いた異文化トレ
ーニングの理論的整備と実証的研究を行い、
その有効性と課題について明らかにするこ
とである。ここでいう有効性とは、ICT を用
いた異文化トレーニングが、異文化コミュニ
ケーションに関する知識と理解を深めるた
めの導入として役立つかどうか、ということ
と、これまでの異文化トレーニング研究にて
指摘されてきた、実践に関わる諸問題を、ICT
を用いることでどう改善することができる
か、ということを主軸としている。本研究は、
これまでの異文化トレーニングの流れを引
き継ぎつつ、高等教育での実践に焦点化し、
より教育学的な立場から、異文化トレーニン
グ研究の理論的・実践的進展に貢献するもの
である。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、以下の 3つの方法によって進め
られた。 
 
（１）文献調査と面接調査による理論的整備 

ICTを用いた異文化トレーニングの理論的
整備のための基礎的研究として、ICT上で特
徴的な設問設定等の教育方法を、文献調査に
て明らかにする。そして、その妥当性につい
て、専門家への面接調査により明らかにする。 
 
（２）実践方法の研究 

次に、（１）の基礎的研究を基に、ICTを用
いた異文化トレーニング教育支援システム
の実践方法についての研究を進めた。 

具体的には、国内外の研究者・専門家を対
象に実践を行い、専門的な知見を得ることで、
ICTを用いた異文化トレーニングに特徴的な
教育的機能の全体像を明らかにし、実践に向
けての内容・方法・評価について追究した。
また、小規模なパイロット研究を行い、ここ
で示された課題を基に、次年度の実践準備を
した。 
 
（３）高等教育機関における ICTを用いた異
文化トレーニングの実践 

（１）（２）の研究を基に、実践研究を行
った。そして、これまでの理論的・実証的研
究から見えてくる、ICT を用いた異文化トレ
ーニング手法の課題を明確にしようと試み
た。 

４．研究成果 
最初に、2010 年度の異文化トレーニング事

例の資料・教育工学分野資料の文献調査では、
通常の異文化トレーニングと ICTを用いた時
の相違に焦点化して精査し、その体系的整理
を行った。 
次に、関連分野の研究者・専門家への面接

調査を実施した。米国の異文化コミュニケー
ション研究所 Intercultural Communication 
Institute（ICI）では、オンラインによる異
文化コミュニケーション教育を専門とする
研究者、そして、日本では、異文化トレーニ
ング実践経験が豊富なファシリテーターに
対し調査を行った。さらに、教育工学分野か
らの補完もすべく、オンライン教育を専門と
する教育工学研究者に対する調査を行う機
会も得た。 
調査では、ICT を用いた異文化トレーニン

グは、異文化に対する興味を喚起し、理解を
深める教育方法の一つとして有効であると
の貴重な意見を得られた。これにより、設問
設定と内容の妥当性に対してある一定の評
価が得られたと考えられた。課題としては、
①明確な目的に応じた内容設定、②有効なオ
ンライン教育方法のありよう、③対象者に応
じた評価方法の設定、以上の 3 点について、
さらなる整備の必要性があることが明らか
にされた。 
2011年度は、前年度の基礎的研究で明らか

にされた 3 点の課題を整備しつつ、ICT を用
いた異文化トレーニング教育支援システム
の実践のための研究を開始した。 
まず、研究者・専門家に対する実践と面接

調査を行った。この調査においても、ICT を
用いた異文化トレーニング教育支援システ
ムは、異文化に対する興味を喚起し、理解を
深める教育方法の 1つとして有効であろうと
いう肯定的な意見を得られた。そして、前年
度の課題①については、筆者が実践可能な範
囲での対象者を設定すること、すなわち、高
等教育機関における学生を対象者と絞り込
むようすすめられた。 
さらに、前年度で示された課題②について

は、本システムを講義の「導入」として位置
づけ、その内容を用いて、異文化理解に関す
る考察を深めるような授業を行うこと、すな
わち、ブレンディッド教育の可能性について
示唆された。 
ここで、前年度で示された課題③について

検討する必要性が出てきた。ブレンディッド
教育による実践を前提とするのであれば、本
来の授業内における評価が重要になる。そこ
で、授業における評価としての学期末試験結
果を、本システムの実践における暫定的な評
価の基準と設定することにした。 
次に、パイロット研究として、高等教育に

おける学生に対する試験的な実践を試み、教



育方法について検証した。 
これまでの面接調査とパイロット研究に

より、本システムをブレンディッド教育にて
実践することの重要性が示され、今後の実証
的研究の方向性を見出すことができたとい
える。 

ここで、対象者を高等教育機関における学
生とし、前年度に明らかにされた課題である、
内容・方法・評価について、表 1のとおりに
暫定的に整理した。 

 
 

表１ 教育方法・内容・評価案 

対象者 学生（異文化コミュニケーション関

連授業受講生） 

教育方法 ブレンディッド 

内容 全部 

評価 学期末試験 

 
以上の案を基に、最終年度である 2012 年

度は、高等教育機関における異文化トレーニ
ング教育支援システムを、ブレンディッド教
育方法にて実践した。 

本実践の目的は、本システムの異文化トレ
ーニングが、学生の異文化コミュニケーショ
ンに関する知識と理解を深めるための導入
として役立つのかどうかを探ること、実践に
関わる、時間的制限・人材不足の問題・継続
的な実践研究の不足の問題の改善の可能性
について探ること、そして、今後の課題につ
いて明らかにすることである。 

実践は、Ａ大学の 2012 年度前期開講科目
「異文化理解」受講生 61名のうち、約半数
の 31 名を対象に行われた。実践対象者・非
実践対象者と二分した理由は、実践の効果に
ついてより客観的に調査するためである。実
践対象者は、ICTを用いた異文化トレーニン
グを自習した上で授業に参加し、非実践対象
者は、ICTと同内容の課題をレポートとして
自習した上で授業に臨んだ。このように、両
者ともに同内容・同量の課題をこなすように
工夫した上で、ブレンディッド教育を実践し
た。 

調査対象は、実践対象者の学期末試験結果、
Intercultural Adjustment Potential Scale 
（ICAPS）テスト結果、および紙面調査結果
である。 

まず、実践対象者と非実践対象者の学期末
試験得点数の平均値を比べると、前者が 70.8
点、後者が 59.4点という差が認められた。 

次に、ICAPS は、実践の前後において学生
全員を対象に実施された。しかし、実践前後
の全体の平均値は、実践対象者・非実践対象
者間を含め、有意差は認められなかった。 

最後に、実践対象者に対する紙面調査では、
学習への意欲を喚起できたかどうか、という
ことと、本システムが学習の理解を深めるこ

とに繋がったかどうかについて質問をした。
いずれの回答も肯定的であり、100％の学生
が肯定的な評価を示した。 
実践対象者に対する調査に加え、実践に関

わる諸問題についても検証した。最初に、時
間的制限の問題については、本システムの異
文化トレーニングの毎回の実践と、ブレンデ
ィッド教育による講義内容の充実という点
で、問題を解消する 1つの方法としての有効
性が示されたと考えられる。 
次に、本実践では、人材不足の状態では実

現できなかったようなトレーニング数をこ
なすことが可能になった。本システムの存在
そのものが、第 2のファシリテーターのよう
な役割を果たしたといえる。 
そして、継続的研究が不足している問題に

ついては、本システムの作成開始から既に 3
年が経過しており、これまで数回の試験的実
践による形成的評価を行ってきた。この時点
で、既に継続的な実践研究が形成されつつあ
るといえる。さらに、今後の継続的な実践研
究に言及するならば、本システムの回答結果
が、電子的に自動収集され、半永久的に保存
されるという点を活かした研究の可能性が
あるといえるだろう。本実践が終了した時点
では、継続的研究不足問題の改善について明
らかにすることはできないが、回答を簡単に
蓄積できる機能は、今後の異文化トレーニン
グの改善のための資料や、調査研究の幅を広
げる資料として、異文化トレーニングの継続
的実践研究の実現を可能にするものと考え
られる。 
これまでの分析をまとめると、本実践研究

の効果について、全人的な資質に及ぶ異文化
適応能力を測定する ICAPSで判断するには十
分とはいえなかった。しかしながら、本実践
の目的のうちの 1つ、「異文化コミュニケー
ションに関する知識と理解を深めるための
導入として役立つのか」という質問に対し、
学期末試験結果と紙面調査結果は、肯定的な
評価を示したといえるだろう。 
また、実践に関わる諸問題のうち、本実践

研究においては、時間的制限・人材不足の問
題については、軽減の可能性が認められ、継
続的な実践研究の不足問題については、今後
も引き続き本システムの形成的評価を重ね
ることによって、さらなる継続的実践研究へ
の可能性があることが示された。 
ただし、これらの調査結果だけで、必ずし

も本システムの効果について容易に結論付
けられるものではないことに言及しておく
必要がある。その理由として、異文化につい
ての学習理解を深める要素は、他にも多様に
考えられるからである。また、現段階では、
このような調査結果が、学習者の異文化間能
力を完全に保障するものではないことにも
注意したい。異文化間能力とは、異文化接触



時に必要とされる包括的な能力を総称した
ものであり、本システムでの学習はその一部、
異文化コミュニケーションに関する知識と
理解をより効果的に深めることを目指した
ものであるからである。 

また、本実践においては、ICTを用いるこ
とによる課題も浮き彫りにされた。それは、
教師の役割の明確化の必要性、教育方法の継
続的な研究の必要性、そして内容の充実を図
る必要性である。 

今後も、本実践を基盤とし、ICT を用いた
異文化トレーニング実践における教育方法
と、学習意欲の維持のための教師の役割と支
援のありようを、引き続き整備してゆく必要
がある。それをしなければ、学生の学習プロ
セスを十分に支援しているとはいえないで
あろう。 

本システムの異文化トレーニングは、その
内容の充実と実践的な研究の積み重ねが求
められている、いわば発展途上中のシステム
である。今後、誰もが簡単に利用でき、その
効果の学術的な有意性が認められた教育支
援システムとなることを目指し、さらに研究
を進めたい。 

最終年度においては、この実践研究の結果
について、論文等の形で報告することができ
た。現在、関係する学会等において報告を重
ね、多方面からの意見を汲み上げることで、
本研究で明らかにされた課題に、どのような
局面から取り組むかを探究しているところ
である。今後も、ICT 活用教育と、これまで
積み重ねられてきた異文化トレーニング研
究の学術的意義の探究、そして異文化コミュ
ニケーション学への貢献に繋がるよう、研究
を進める予定である。 
 
 
（注） 
 
（１）平成 21～22 年度福井県大学連携リー
グ連携研究推進事業採択課題。課題名：「異
文化交流分野におけるトレーニング事例の
データベース化と教育支援ツールの研究」、
研究代表者：加藤優子、共同研究者：小倉久
和*、黒岩丈介*、諏訪いずみ*（*福井大学工
学研究科知能システム工学専攻） 
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